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資　料

　　　　　公 立幼稚園 にお け る個別 の指導計画 に関する実態調査
一 「障害のある幼児の受け入れや指導に関する調査研究」指定地域の協力園へ の質問紙調査
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　本研 究で は、文部 科学省 幼児教育課 の 調査研究事業の 協力 園 とな っ た 41公立幼稚園

を対象に、「子 ど もの 実態把握か ら目標 の設 定及び 修正 」な ど 、 個別の 指導計画書の作

成 にお ける
一

連 の プ ロ セ ス 及び幼稚 園で の そ の 活用状況 を明 らか にする た め に郵送法

に よ る 質 問紙調査 を実施 した 。 その 結果、36園 （92％ ）に お い て個別 の 指導計画 が作成

され て お り、作成 の 開始 時期 は調査研究事業 の 開始以 降か らが 84％ で あ っ た 。 また 、

す べ て の 幼稚 園に お い て 、子 ど もの 実態把 握の ため に 観察記録 を用 い て い た も の の 、

チ ェ ッ ク リ ス トや 関係諸機 関か らの 資料等 を用 い て い る の は 15％ と少 なか っ た 。 そ し

て、多 くの 協力園にお い て、個 別の 指導計画書が 日常保育 の 中で 有効 に活用 され る た

め の 改善の 必 要性 を指摘 して い る こ と か ら、各幼児の 実態把握 の た め に収集さ れ た ア

セ ス メ ン トの 情報 か ら支援案 を作成 する た め の マ ニ ュ ア ル の 開発や 、作成 され た支援

案が 日常保育の 中 で有効に活用 され る ため の 方法論の 開発が さ らに求め られ る 。

キ
ー ・ワ

ー
ド ：公立 幼稚園　特別 な教育支援　個別の 指導計 画　質問紙調査

1．は じめに

　平成 19年度 よ り始 ま っ た特別支援教育 は、平

成 15年度か ら開始 され た全都道府県教 育委員会

に よ る委嘱事業等を通 じ、全規模 と して 特別支

援教育 の 実施体 制整備 が 進 め られ て きた （文部

科学省，2005）． しか し、就学前及び後期中等教

育に お け る特別支援教育の あ り方 に つ い て は、

中央教育審議会 の 「特別支援教育 を推進す るた

め の 制度 の 在 り方 に つ い て （答 申）」 （文部 科学

省 ，
2005＞の 中で 、「LD ・ADHD ・高機能 自閉症

等 を含め た 障害 の ある子 ど もへ の 対応 に つ い て

は、幼児段階 で の 早期発見 ・早期支援が 重要で

ある こ とか ら 、 幼稚 園及 び保育所 との 連携 を考

慮 しなが ら 、 幼児段 階にお ける特別支援教育 の

推進 の 在 り方 に つ い て も検討が 必要で あ る 」 と

提案 され て い る も の の 、小 ・中学校 と比 べ 、体

制整備 の ため の 実践 的取 り組み は現状 で は まだ

不十分で ある 。

筑波大学大学院人 間総 合科学研究科

　そ の うち幼稚園 に つ い て文部科学省 は、「今

後の 特別支援教育の 在 り方に つ い て（最終報告）」

の 中で 、 「幼児期 か ら の 支援 を進 め るた め に は 、

幼稚 園全体で 支援 しあえる よ うな体制の 整備 、

日頃か ら保護者 へ の 理 解推進 を進め て い く研修

等 の 充実が 必要 で ある 」 と、幼児期か ら の 整備

体 制 の 必 要性 を指 摘 して い る （文部 科 学省 ，

2003a）。 また 、文部科学省幼児教 育課 の 調査研

究事業 と し て 、平成 15年度 よ り 「幼稚 園 にお け

る障害の ある幼児の 受け入 れ や指導に 関す る調

査研 究」 （文部科学省 ，2003b）が 実施 され 、平

成 17年度 ま で に 41 園が協力園 とな っ た 。 こ の 調

査研 究事業 は
， 市町村単位 の 実施 を原則 と し，

（1）幼児の 障害 の 状況等 に 応 じ た 個 別の 指導計

画 の 工 夫、 （2）教 職員 の 協力体制 や 障害 に配慮

した指導の 在 り方、 （3）集団に よ る育 ち合 い を

促す学級経営の 在 り方、（4）教 員 の 専門性 を高

め る研修 の 在 り方 、 （5）家庭 ・地 域や 専門機 関

と の 連携の 在 り方な ど の 観点か ら実践 的な取 り

組み に つ い て 、検討 ・実践す る こ と を 目的 と し
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た もの で ある 。

　 近年、幼稚 園や 保育所で 障害 を もつ 幼児 と障

害 をもた な い 幼児 が
一

緒 に保 育を受 け る い わ ゆ

る統合保 育に 関す る研究は、統合保育 の 必要性

か ら統合保育 の 方法論の 開発 に至 る まで 関心 が

高 ま りつ つ 、約 20年間 に様 々 な研 究 が な さ れ

（例 えば、星 ・斉藤 ・都築 ・
野 中，1982 ；木原 ・

伊藤 ・森 山 ・高野 ，1999 ；野 澤 ，2007 ；荻原 ，

2003 ；園山 ・秋元 ・板 垣 ・小 林，1989 ；柳沢 ，

1997）、統合保育 の 必 要性や 幼稚 園 ・保 育所 に

お け る実践的取 り組み な ど に つ い て 紹介 され て

きた。例 えば、野 澤 （2007）は 、巡回相談 にお け

る 「特別 ニ ーズ 」保育へ の 保育士 参加 型 に よ る

専 門的支援 方法 を、統合保 育の状 況要因 （園山 ，

1994）の 視点 か ら抽出 し 、 行 動 コ ン サ ル テ
ー

シ

ョ ン を行 うな ど
、 行動 問題対応支援 と ス キ ル 支

援 に重点 を置 い て い る 。

　 さて 、幼稚園に在籍 する 障害幼児
一

人 ひ と り

に質 の 高い 教育 的支援 を行 うた め に は、個 々 の

ニ ーズ を明確 に 把握 し、支援 し て い くこ とが重

要で ある （Pretti−Frontczak　＆　Briker，2004 ；

Sanda11＆ Schwartz
，
2005）。　Bagnate，　Neisworth＆

Munso （2002）は 、個 々 の 子 ど も の ニ
ーズ に 応 じ

た支援 を行 うた め に は 、ア セ ス メ ン トの 収集、

介 入計画の 立案 と実行、評価 な ど の
一

連 の プ ロ

セ ス が 有効 に活用 され る こ とが必要で あ り、そ

の た め に は様々 な側面 に基づ い た包括的 ア セ ス

メ ン トが重要で あ る と示 した 。 し か し 、 今 ま で

日本 で 行 われて 来た統合保育 に関す る研究の 中

で 多角的 ア セ ス メ ン トに基づ き、ね ら い や具体

的手立 て を作 成す る 等 、個 々 の 幼児 の ニ ーズ に

応 じた支援方 法を個別 の 指導計画 と関連づ け て

実践 し た研究は 見 当た らない
。 こ の よ うな現状

の 中で 、幼稚 園 に お ける特別支援教育の 整備体

制 を定着 させ るた め に は、個別の 指導計画の 作

成 と実践 を含 め、現在幼稚園で行われ て い る 実

践的取 り組み の 現状 を把握す る こ とが 求め られ

る 。

　以 上 を ふ まえて 、本研 究で は文部科学省 の 調

査研究事業 「幼稚 園にお ける 障害 の ある幼児 の

受け入 れや 指導 に 関する 調査研究」の 41協力 園

Table　1　 調査研究事業の 協力園の 詳細

※つ くば市で は 平成 15年度 が 5 園 、平成16年度 に新 た に 2 園
追 加 さ れ た

を対象に 、「子 ど もの 実態把握 か ら 目標 の 設定

及 び修正 」 な ど、個別 の 指導計画書 の 作成 にお

け る
一

連 の プ ロ セ ス の 具体 的内容及 び幼稚園で

の そ の 活用状況 を明 らか に し、幼稚園 にお け る

特別支援教育 を成功 させ る た め の 手が か りを得

る こ と を目的 とする 。

H ．方　法

　 1 ．調査の対象及び手続 き

　平 成 15年度か ら平成 17年度 ま で の 文部科学省

幼児教育課の 「幼稚 園 にお ける障害の あ る幼児

の 受け入 れや 指導に関す る調査研究」の 協力園

は計 41園で あ っ た
。 指定 を受 けた市 と協力園数

は Table 　1 に示 した 。 ま た、41協 力園 に事前 に

電話で 調査協力 を依頼 し、すべ て の 幼稚園か ら

協力 の 許可 を得 た上 で 、郵送法 に よる質 問紙調

査 を実施 した 。 本調査の 調査期 間は 2006年 6 月

初旬 〜 7 月中旬で あ り、締め切 り期 日まで に回

答が な か っ た 場合 に は
、 当該 の 幼稚 園に再度電

話 で 依頼 し、最終的に 2006年 8 月10 日を締め切

りと した 。 な お 回収率 は 39園か ら回答 が あ り

95％ で あ っ た 。

　 2 ．調査項 目

　調査 項 目 は金 ・園 山 （2005）を参考 に作成 し、

「幼稚 園 の 概要」 3 項 目、「個別 の 指導計画 の 作
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公立幼稚園 に お ける 個別 の 指導計画 に 関す る実 態調 査

Table　2　個別 の指導計画書の作 成 の 開始時期

　　 　 回 　答

2003年〜

2004年〜

頻　度 （％ ）

4 （13）
15 （48）

2005年〜 7 （23＞

2003年 以 前
〜 5 （16）

合　計 31 （100）

Table 　3 子 ど もの 実態把握の た め の ア セ ス メ ン

　　　　トの 方法

成 と きっ か け」 3 項 目、子 ど も の 実態把握の た

めの ア セ ス メ ン トの 方法 、 ア セ ス メ ン トの 参加

ス タ ッ フ 、長期 ・短期 目標の 設定、評価 の 方法 、

目標 の 再 設 定 ・修正 を含 め 、「個別 の 指 導計画

書 の 作 成 に おける 一連 の プ ロ セ ス 」 5 項 目、保

護者 との 話 し合 い の 時 間、幼稚 園内の ケ
ース 会

議の 回数、障害児保育 に関す る研修、巡回相談、

巡 回相談以外 の 専 門機 関 と の 連携 、 加配教諭 の

配属 を含 め 、「園内体制 」 9 項 目、個 別 の 指導

計 画書 の 作 成 に 当 た っ て
一

番 難 し く感 じた こ

と、一一
番 よか っ た こ と、改善 の 必要性、幼稚 園

にお け る個 別 の 指 導計 画 書 の 活 用 度 を含 め 、

「個別の 指導計画 の 実施に あた っ て の 自己評 価」

4項 目 、 個 別 の 指導計画 の 課題 、 障害 の ある 幼

児 に対 し て の 特別 な支援 を含め、「そ の 他」 2項

目の 全 26 項 目で あ っ た 。 これ ら の 26項 目の う

ち 8項 目は 自由記述式で 、他 は選択式で あ っ た 。

なお 「個別 の 指 導計 画」 に 関す る 書式 は 28園

（72％）か ら送付を受け た
。

　 3．回収状況 と分析方法

　回 収 され た調 査票 に つ い て 、調査項 目 ご と に

単純集計 に よ り分析 した 。 項 目に記載漏 れ が あ

っ た場合 は「無効」と し 、 その 項 目の 分析 か ら除

外 した 。

In．結　果

　 1．個別の指導計画 の実施状況

　回収 した 39園の うち 36園 （92％）で個別の 指導

計画 が作成 され て い た 。 作 成 の 開始時期 に関 し

て は 、26園 （84％ ）が 2003年以降 、 すな わち調査

研 究事業 の 協力 園に な っ て か ら で あ り、 8 割以

上 の 幼稚 園に お い て 行政機関か ら の 提案 に よ り

作 成 が 開始 され た こ と を示 す 。 そ の 詳 細 は

Table　2 に示 した 。

一 一
観察記録　　　　　　　　　　　　　 33 （100｝
　　　　　　　　　　　　　　．
標準化 さ れ た検査 （発達検査等） 18 （55＞

保護者 との 面談 19 （58）

関係諸機関 か ら の 資料 5 （15）

チ ェ ッ ク リ ス ト 5 （ユ5）

保護者 へ の ア ン ケート調査 4 （12）

ケース カ ン フ ァ 1 （3）

担任の 願 い 1 （3）

前担任か らの 報告資料 1 （3＞

課題分析表 1 （3）
N ＝33 （複数 回答）

　 2 ．個別の指導計画書の 作成プロ セ ス

　1）子 どもの 実態把握の ための アセ ス メ ン トの 方法

　有効 回答 33園 （100％ ）すべ て に お い て 、子 ど

もの 実態把握 の ため に観察記 録 を用い て お り、

保護者 との 面 談資料は 19園 （58％）、発達検査等

の標準化 され た検査 は 18園 （55％）で活用 され て

い た 。

一
方 、チ ェ ッ ク リス トや 関係諸機関か ら

の 資料等 を用 い て い る の はそ れ ぞ れ 5 園 （15％ ）

と少 なか っ た。回答 の 詳細 は Table　3 に示 した 。

　2）個別 の 指 導計 画 に おけ る 長期 ・短期 目標

　　の 設定

　「ア セ ス メ ン トな どを含 め た子 ど もの 実態把

握に 基 づ き、親の 願 い 、関係諸機 関 と の 情報等

を考慮 に入 れ て 」 の 回答が 18園 （55％ ）で 最 も多

か っ た。「ア セ ス メ ン トな どを含 め た 子 ど もの

実態把握 に基 づ き親 の 願 い 等 を考慮 に入れ て 」

が 6 園 （18％ ）で あ り、「ア セ ス メ ン トな どを含

め た 子 ど も の 実 態把 握 に 基 づ い て 」 は 5 園

（15％ ）で あ っ た 。 回答 の 詳細 は Table　4 に 示 し

た 。

　 3）個 別の 指導計 画書 の 内容 や 子 ど も の 変化

　　 につ い て の 評価方法

　 「学級担任 と他 の 幼稚 園教諭 を含め 学期 ご と」

が 11園 （33％）で 最 も多か っ た
一

方、「学級担任、

保護者、他 の 幼稚 園教諭が 必要 に応 じて 」 は 6

園 （18％）で あ っ た。回答 の 詳細 は Table　5 に示

した 。

　 4） 目標 の 再設定や修正 の 方法
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Table　4 子 ど もの 長期 ・短期 目標の 設 定基準 Table 　6　目標 の 再設定や 修正の 方法

回　答 頻 度 （％ ） 回　答 頻度 （％）
ア セ ス メ ン トな ど を含 めた子 どもの 実態把握に

基づ き親の 願 い ・関係諸機 関 との 情 報等 を考慮　18 （55）
に 入 れて

学 級担 任が ケ
ー

ス 会 議 を 用 い て 他 の 幼稚園教諭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工6 （49）
と話 し合い 、親 との 面 談 を通 して

ア セ ス メ ン トな ど を含 め た 子 ど もの 実態把 握 に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 6 （18）
基 づ き親 の 願 い 等 を考慮 に 入 れ て

学級担任 と他 の 幼 稚園教 諭が ケ
ー

ス 会議 の 際 に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 9 （27）
評 価 に基 づ い て

学 級担任 が評価 に 基づ い て

ア セ ス メ ン トな ど を含め た 子 ど もの 実態把 握 に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5 （15）
基づ い て

ア セ ス メ ン トな どを含め た子 どもの 実態把握に

基 づ き関 係 諸 機 関か らの 情報 を考慮 に 入 れ て
2  

そ の 他 2  

合 　計 33 （100）

Table　5 個別 の 指導計画書の 内容や子 ど もの 変

　　　　化 に つ い て の 評価方法

回　答 頻度 （％）
学級担任 と他の 幼稚 園教 諭 を含 め学期 ご と U （33＞

学級担任、保 護者、他の 幼稚 園教 諭が 必 要 に応

じて
6 （18）

そ の他 6 （18）
学級担任 と他 の 幼稚 園教諭 を含 め必 要 に応 じて 4 （12）
学級担任 が 必 要 に応 じて 2 （6）
学級担任 と保護 者が学期 ご とに 2 （6）

学級 担任、保護 者、他 の 幼 稚 園教諭 が 学期 ご と 2 （6＞
合　計 33 （100）

5 （15）」

学級 担任 が 親 と の 面談 の とき評価 に 基づ い て 2 （6）
そ の 他 1 （3）
合 　計 33 （100）

丁able 　7 　
− ：番難 しく感 じた こ と

回　答 頻度 （％）
各幼児 に的 確 な 発達課題 及 び 目標や 支援案を 引

き出す 作業
14 （42）

個 別 の 保 育 （指 導）計 画 書 の 内 容 と
一

貫 され た

日常保 育の 実践
7 （2ユ〉

個 別 の 保育計画 を 作成 する 時 間の 確保 6 （18）
保 護者 との 信頼 関 係づ くり 5 （15）
関係 諸機 関 との 連 携づ くり 1 （3）
合 　計 33 （100）

　「学級担任 が ケ
ー

ス 会 議 を用 い て 他 の 幼稚園

教諭 と話 し合 い
、 親 との 面談 を通 して」が ユ6園

（49 ％）で 最 も多か っ た 。 「学 級担 任 と他 の 幼稚

園教諭が ケ
ー

ス 会議 の 際に評価 に 基 づ い て 」 は

9 園 （27％ ）、「学級担任 が評 価 に 基 づ い て 」 は

5 園 （15％）で あ っ た 。 回答の 詳細 は Table　6 に

示 した 。

　 3 ．個別 の 指導計画の実施 に あた っ ての 自己

　　 評価

　1）一
番難 し く感 じた こ と

　有効 回答 33園の うち、14園 （42％）で 「各幼児

に的確 な発達課題及 び 目標 や支援案 を引 き出 す

作業」 に つ い て
一
番難 し く感 じて お り 、 「個別

の保育 （指導）計画書 の 内容 と一
貫 され た 日常保

育の 実践」 は 7 園 （21％ ）、 「個別 の 保育計 画 を

作成す る時 間 の 確保」 は 6 園 （18％）で あ っ た 。

回答 の 詳細 は Table　7 に示 した 。

　2）一
番良か っ た こ と

　有効回答 33園の うち、13園 （39％ ）が 「関係者

間 で情報 を共有 し、教 師間で 統一
した 働 きか け

が で きる よ うな っ たこ と」が
一

番 良か っ た と答

え て お り、「子 どもた ち へ の 支援 の 成果 が明 ら

か にな っ た こ と」 は 12園 （36％ ）で あ っ た 。 回答

の 詳細 は Table　8 に 示 した 。

　3）改善すべ き点

　有効 回 答 33園の うち 、「個別 の 指導計 画書 の

形骸化を避 ける こ と （日常 保育 へ の 活用度の 側

面）」 と 「教 師、保 護者、関係諸機関等の あ ら

ゆ る 関係者 間の 相互 共通 理 解 を高 め る こ と」 に

対 し て それ ぞれ 15園 （46％）で 改善の 必 要1生を感

じて い た 。 「対象幼児 の ニ
ーズ に 即 した 課題 に

迫 る もの になる よ うにす る こ と」は 14園 （42 ％）

で 回答が あ っ た 。 回答の 詳細 は Table　9 に示 し

た
。

　4）個別 の 指導計画書の 活動度

　有効 回答 33園の うち、「非常 に活用 され て い

る」 は 9 園 （27％ ）、「まあまあ活用 され て い る」

は 14園 （42 ％ ）、「や や活用 され て い る」 は 7 園

（21 ％ ）、「どち ら と もい えな い 」 は 3 園 （9 ％ ）

で あ っ た 。
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Table　8　一番 良か っ た こ と

回　答 頻度 （％）

関係者間で 情報 を共有 し、教師間で 統
一

した 働 きか け が で き る よ う
13 （39）

子 ど もた ちへ の 支援 の 成果 が 明 らか に な

っ た こ と
12 （36）

教師間、教師 と親 問に お い て 共 に検討す

る 時間や 場 が確保 さ れ た こ

4 （12）

曖昧な問題 が 見 え や す くな っ た こ と 2 （6＞
そ の 他 2 （6）

Table　lO　幼稚園内の ケ
ー

ス 会議 の 回数

回 　答 頻 度 （％ ）

必要が あ る と きに随時に 22 （67）

月1回 ある 4 （12）

そ の 他 3 （9）

週1回ある 2 （6）

ケ
ー

ス 会議 は ない 1 （3）

週2〜3回以 上 あ る 1 （3）

合　計 33 （100）

合 　計 33 （100）

Table　9　改善す べ き点

回 　答 頻度 （％ ）

教 師、保 護者 、関 係 諸 機 関 等 の あ ら ゆ る 関 係 者

間 の 相互 共通 理 解 を高 め る こ と

15 （46）

個別 の 保育 （指 導〉計画書の 形骸 化 を避 ける こ と

（日常保 育へ の 活用 度の 側面 ）

15 （46）

対象幼児の ニ ーズ に即 した課 題 に迫 る もの に な

る よ うに す る こ と

14 （42）

記 入 しや す い 個別 の 保 育 〔指 導）計 画書 の 書式

を作 る こ と

13 （39）

幼 稚 園 内で の 話 し合い 時 間 を確保 す る こ と 10 （33）

関係諸機 関 との 連 携 を よ り積極 的 に取 る こ と 9 （27）

書 式 の うち、親 の 願い 欄 を 積極 的 に利用 し、

保 護者の 参加を促進 7 （21＞

書式 に盛 り込 むべ き内容 の 補充 及 び修正 6 （18）

園内研修 会や 他 園の 教諭 との 情 報交換等 を広 げ

る こ と

4 （12）

そ の 他 ユ （3）

N ＝33　（複 数 回 答 ）

　 4 ．園内体制

　1）保護者との 話 し合 い の 時間

　「定 期的 な もの と不 定期的な もの を併せ て 活

用」が 18園 （55％）、「特 に定期 的な もの はな く、

毎 日 の 送 迎 時 、 ま た は 行 事 を 活 用 」 は 7 園

（21％）で あ っ た 。 「必要 な と き、親 に面 談 を要

請 し活用」は 33園 （9％ ）、「年間計画 を立 て て 定

期的に」は 2 園 （6％）の み で 少なか っ た 。

　2）幼稚 園内の ケ
ー

ス 会議の 回数

　「必 要が ある と きに 随時 に」が 22園 （67％）で

あ っ たが 、定期的 に週 1 回以 上 確保 され て い る

の は 3 園 （9％ ）の み で あ り、月 1回は 4 園 （12％ ）

で あ っ た 。 回答 の 詳細 は Table　10 に示 した 。

　3）障害児保育 に関す る研修

　障害児保育に 関す る研修 に つ い て は、有効 回

Table　11　研修の 具体的内容　主観式

回　答 頻度

外部 講師 （ス ーパ ーバ イザ
ー、コ

ー
デ ィ ネ

ー
タ
ー、

巡 回相談員 等）に よ る講 義や 講 習 等
14

そ の 他 9

教 育委員 会主催 に よ る特 別支援講演 会 に 参加 8

各 クラ ス で 出 さ れ た 観察記録 に基 づ い て 問題 点

や 改 善 点 を話 し合 う　（園 内研 修 〉
5

個 別 の 指 導計 画の 立案 に 関す る 園内研修 5

事例検討 会 3

県立 盲 学校 や 養護学校 の 先生 か ら指導を受ける 2

保育研 究 2

園外 で の 研修 報告 2

N ＝38　（複 数 回答 ）

答 38園の うち、29園 （76％）が 「実施 し て い る」

と回答 して お り、「実施 し て い な い し 、 検討 も

し て い な い 」 の 回答が 2 園 （5 ％ ）で あ り、 「実

施 して い ない が検討 中」は 3 園 （8 ％ ）で あ っ た 。

また 研修の 具体的内容 に つ い て は 、「ス ーパ ー

バ イザ ー
や 巡回相談員等 、外部の 講 師に よる講

義や 講習をうけて い る」が 14園で 最 も多か っ た 。

回答の 詳細 は Table　11に示 した 。

　4）巡 回相談及び専 門機関 との 連携

　巡 回相 談 に つ い て は 、 有効 回答 37園 の うち 、

19園 （51％ ）が 「必 要が ある と き要請 し て 、不定

期 的に 受け て い る 」 と答 えた
一

方で 、「年 間計

画を立て 、定期 的 に受けて い る」 は 11園 （30％ ）

で あ り、「制度が な い 」は 5 園 （14％ ）で あ っ た 。

「巡 回相 談以外 に専 門機 関 と の 連携」に つ い て

は、「連携 をと っ て い る」は 31園（84％）で あ り、

「連携 を と っ て い な い 」 は 2 園 （5 ％）の み で 少

なか っ た 。 また、連携 の 具体 的内容 に 関 し て は、

「療育セ ン タ
ー」 と の 連携 が最 も多 く、その 他
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Table　12　巡 回相談以 外 に専 門機 閧 との 連携の

　　　　具体 的内容

回　答 頻 度

療育 セ ン タ
ー 15

市保健 セ ン ター 7

市幼児 こ とば の 教室 7

病 院 等医療機関 6

県教育 セ ン ター
や 幼児教育 セ ン タ

ー 5

特殊学校（盲学校 や 養護学校等） 4

小 学 校 ・中 学 校 〔通 級 指導教室等） 3
こ ど も支援 セ ン ター 3

その 他 10N
＝38 （複 数回答）

に は 障害者セ ン タ
ー、市福祉 セ ン タ

ー
、言語聴

覚 セ ン タ
ー、教育委員会の 指導主事 や ス ク

ール

カ ウ ン セ ラ
ーと の 連携 、 児童相談所、幼児教 育

相談室や 幼児教室 、園児が 診 断や経過 観察 を受

け て い る機関が あ っ た 。 回答 の 詳細 は Table　12

に示 した 。

　 5）加配の 常勤 ・非常勤教 諭 の 配 属

　加配 の 常勤
・
非常勤教諭 の 配属 に つ い て は、

有効 回答 38園 の うち、「配 属 し て い る 」 は 29園

（76％ ）で あ り、「配 属 し て い な い 」 は 6 園

（16％）の みで あ っ た 。

　 5．その他

　 1）個別の 指導計画の 課題

　有効回答 33園 の うち 、 18園 （55 ％）が 「幼稚

園教諭 の 障害児保育 に 関する技術の 向上 」 と回

答 して お り、「幼稚 園教諭 の 障害児 に対 す る理

解 の 促進」 は 17 園 （52％）、また 「幼稚園 と専門

家お よび専 門機 関 との 連携」は 15園 （46％）で あ

っ た 。 回答 の 詳細は Table　l3 に示 した 。

　2）障害 の あ る幼児 に対 して の 特別 な 支援 に

　 　 つ い て

　有効 回答 は36 園で あ り、「障害 に合 わせ た教

材 ・教具 ・遊具 の 工 夫及 び環境 の 整備」が 16園

（44 ％ ）で 最 も多 く、「加 配 教 諭 や 非常勤 講師 、

介助員等 に よ る人的援助」 が 14園 （39％）で あ っ

た 。そ の 他に は 、 毎 日観察記録 表の 作成 （反省

と 目標 の 設定 ）や 、支援 カ
ー

ドの 作 成 と活用 、

就 園に 向けて 体験 入園の 実施 などが あ っ た 。 回

答 の 詳細 は Table　14に示 した 。

Table　13　個 別の 指導計画 の 課題

回　答 頻度 （％）
幼 稚園教 諭 の 障害児 保育 に 関す る技 術 の 向上 エ8 （55）

幼稚園教 諭 の 障害 児 に対 す る理解の 促進 17 （52）

幼稚園 と専門家お よ び専 門機 関 と の 連携 15 （46）

幼稚園教諭に対する 障害児 保 育の 研 修 の実

施 ・
充実

13 （39）

個別の 保育計画の 作成の た め の 時間の 確保 1ユ （33）
幼 稚園 内で の ケー

ス 会議の 活用 9 〔27）

巡 回相談 の 実施 ・充 実 7 （21）

個別の 保育計画 書等の 作 成や 記入 に 関す るマ

ニ ュ ア ル の 作成
3 （9）

そ の他 1 （3）

合計 33 （100）

Table・14　障害の ある幼児 に対 して の 特別な支援

回　答 頻　度

障 害 に合 わせ た教 材 ・教 具 ・遊 具 の 工 夫及

び 環境 の 整 備
16

加配教諭 や 非常 勤 講 師、介 助 員 等 に よる 人

的支援
14

視覚的支援 （
一

日の ス ケ ジ ュ
ー

ル 表、手順 書、

絵 カード、写真、色テ
ープ、マ

ー
ク等の 提 供 ）

ユ0

障 害児 に対 す る個別指導の 実施 （例、自立

課 題 コ ーナー
の 設定）

6

保護者 と の 連 携 （面 談 、連 絡 ノ
ー

ト等） 6

専 門機関 との 連 携 （専 門機 関 の 紹介 ・巡 回相

談 を 含め 〉
6

話 し合い の 場 （ケ
ー

ス 会 議 ）を設 け る 6
そ の 他 16

N ＝36 〔複数 同答）

　3）個別 の 指導計 画の 書式

　送付 を受 け た 28 園分 （72％ ）に つ い て 、三

浦 ・川村 （2003 ）の 研究 を参考に修正 ・加筆 し 、

「発達領域 タ イ プ」、「幼稚 園教育要領 の 5領 域」、

「幼稚 園生 活の 流 れ ＋発達領域 の 混合 タイ プ 1」、

「幼稚 園教育要領 5領域＋ 発達領 域の 混合 タ イプ

2 」、「特に形式な し」 に分類 した 。 類型化 の 定

義 と結果に つ い て は Table　15 に示 した 。

　本調査 で は、登園、食事な ど の 幼稚 園生活 の

流れ に社会性や 粗大 ・微細運動 、認知等 の 発達

領域 を組 み 合 わせ て 設定 す る 「混合 タ イ プ 1」

に つ い て 10園 （36％）で 回答が あ り、 身辺 自立 、

認 知、 コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン

、 社会性 、 運動 等の
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Table　15　個別の 指導計画書 の 類型化の 定義 と結果

類型化の 分類
宀 　　　　 　　　

．1L
疋 　 　 峩 頻度 （％）

発達領域 タ イ プ
　辺自立、認知 、

コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン、社会性、運

動等の 心 理 学的 発 達領域 ご と に 分 けて 設 定す る
7 （25）

幼稚 園教育要領 の 5 領域
健康、人 間関係、環境、言葉、表現 の 幼稚園教育要

領の 5 領域 に分けて 設定す る
6 （21）

混合 タ イ プ 1

（幼稚園生 活 の 流 れ ＋発 達領域〉

登 園、食事 な どの 幼稚 園生活 の 流 れ に 社会性 や 粗

大 ・微細運動、認知等 の 発達領域 を 組み 合 わせ て 設

定す る

10 （36）

混合 タ イプ 2

（幼稚園教育要領 5領域 ＋ 発達領域）

健康、人間関係、環境 、言葉、表現 の 幼稚 園教育要

領 の 5 領域 に 社会性 や 粗大
・微細 運 動、認知等 の 発

達領域 を 組み 合 わせ て 設定す る

1 （4）

特 に 形式 な し
作成用紙 は あ る が 、具体 的 な 形式 に と らわ れ ず 自由

に記入す る
4 （14）

合　計 28 （ユ00）

心理 学的発達領域 ご とに分けて 設定す る 「発達

領域 タ イプ」 は 7 園 （25％）で あ っ た 。 以下 で は

送付 を受け た個別 の 指導計画書 の 中 で 、保護 者

や 関係諸 機関 との 連携を とりなが ら ア セ ス メ ン

トか ら評価 ま で 詳 し く記入 し て い る 2つ の 幼稚

園に つ い て紹 介する 。

　 A 幼稚 園の 場合 は、「幼稚園生活 の 流 れ＋発達

領域」の 混合 タ イプ 1 に したが っ て 、保護者 と

の 連 携 や関係 諸機関か ら の 情報に基づ い て 個別

の 指導計画 を作成 して い た。まず書式 の 1 枚目

は、諸検査 の 結果及び 各発達領域別の 特徴 、 医

療面 に つ い て 記録す る 。 また 、 これ ま で の 経過 、

保護者 の 願 い 、家庭で の 様子 、好 きな遊 び 、好

きな も の 、通 っ て い る専 門機 関に つ い て 記入す

る よ うにな っ て い る 。 2 枚 目に は 、生 活習慣及

び、社 会性 、運動等それぞれの 発達領域欄 に年

度当初 の 状 態 や学期 ご との 状 態 に つ い て 記録 し

て お り 、 療育セ ン タ
ー

や他機 関 と の 連 携資料、

保護者 と の 面談か ら出 た課題 な どを記入 して い

る 。 3 枚 目 に は、年間目標 と関連 し、学期 ご と

の 目標 と具体 的な援助、取 り組み に つ い て 記録

す る よ うに な っ て い る 。

　 B 幼稚 園の 場合 は 、「幼稚 園教育要領 の 5 領

域」に し た が っ て 作成 し て お り、まず 1 枚 目 に

は 、 ア セ ス メ ン ト情 報 と し て 、保 護者 の 願 い 、

指導者 の 願 い 、専 門機閧や 検査 の 結果 、遊 び の

様子や 対人 関係、生 活情報等に つ い て 具体的に

記録 し て い る 。 2 枚 目に は 、 長期 目標 を前期と

後期 に分 けて 設定 して お り 、 健康 、 人 間関係 、

環境 、言 葉、表現の 幼稚 園教育要領の 5 領域別

に園児 の 様子 を記録 し、それぞれ の 領域 に実現

可 能な 目標 と指導の 手立 て 、評 価 を記録 し て い

る 。

】V．考　察

　（1）幼稚園 に お け る個別 の 指導計画の 実施状

　　況 に つ い て

　本調査 の 結果 、36園 （92％）の 協力園 にお い て

個別の 指導計画 が 作成 され て お り、教 育委 員会

を対象 に 公立幼稚 園にお ける障害幼児 へ の 特別

な教 育支援 体制 に つ い て 質 問紙調査 を行 っ た

金 ・園山 （2005 ）の 結果 で ある 21％ に 比 べ る と、

極 め て 高 い 割合 を示 した 。 しか し、個別 の 指導

計 画 を作 成 し て い た 26 園 （84％ ）が 、調査研 究

事業の 協力園 に な っ て か ら作成が 開 始 され た こ

と をか ら 、 教育行政 に お ける個 別 の 指導計画作

成 の 決定及 び各幼稚 園 へ の 作成要 請 の 効果 が 大

きか っ た と考え られ る 。

　本調査 で は 、 障害 の ある子 ど もへ の 特 別な教

育支援 の
一

環 と して 、個 々 の 子 ど も に対 する 個

別の 指導計画 に 関す る作 成プ ロ セ ス の 実態を調

べ た 。 そ の 結果、す べ て の 協 力園に お い て 、子

ど もの 実態 を把握す る た め に観察記録 を用 い て

い た もの の 、チ ェ ッ ク リ ス トや 関係諸機関 か ら
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の 資料等を用 い る の は少 ない こ とが 明 らか にな

っ た 。

　 ア メ リ カ合衆国 で は、ユ970年代後半か ら 1980

年代 に か けて 、収集され た ア セ ス メ ン ト情報 に

基づ き早期介入 の 計画 を立 て る ま で の
一

連 の プ

ロ セ ス と して、様々 な ア セ ス メ ン トツ
ール が 開

発 され てお り 、 質の 高 い 支援の た め に は 、子 ど

も の 言語面 や社 会的 ・対 人的側 面 、 粗 大 ・微

細 運 動 の 側 面等 、様々 な側 面 に 基づ い た包 括

的 ア セ ス メ ン トの 必 要性 は 高 い （Bagnato ，

Neisworth，＆ Munson ，2002）。 よ り包括的で 具体

的なア セ ス メ ン トが行 われ る こ とに よ り、個 々

の 子 ど もの ニ
ーズが 明確 に 把握 され る ばか りで

は な く、 具体 的な教育的支援 が見えや す くなる

こ とは言 うま で も な い
。 今後は

、 特別 な ニ ーズ

の ある子 ど もの 実態 を明確 に 把握す る た め に 、

幼稚園で 実施可 能 なア セ ス メ ン トの種類 や方法

に 関す る マ ニ ュ ア ル の 開発及 び普及が さ らに求

め られ る だろ う。

　次 い で 、公 立 幼稚 園に お ける 個別 の 指導計画

の 書式に つ い て 考察 した い 。 本調査 の 結果か ら、

混合 タイ プ を含め て 発達領域 を考慮 に入 れ て 作

成 して い る 幼稚 園が 28園の うちユ8園 （64 ％）で

あ り、幼稚園 生活 の 流 れ を考慮 に 入れ る 幼稚園

は 10園 （36％）に とど ま っ た 。 ア メ リ カ 合衆 国 に

お ける幼児特殊教育に 関す る研究 で は 、個々 の

子 どもの ね ら い が幼稚 園の 保 育活動 の 中に埋 め

込 まれ る よ うに介入計画 を立案 し、子 どもた ち

が ね らい を達成す る よ うに、様々 な保育場面の

中に 学習機会 が 頻繁に提供 され る こ とが 統合保

育 を成功 させ る 方法で あ る こ とが 示唆され て い

る （Pretti−Frontczak ＆ Briker，2004 ；Sandall ＆

Schwartz，2002）。 す なわ ち 、個別 の 指導計 画の

書式は 、 記入 しや す い もの で あ りなが ら、日常

の 保育活動 の 中で 活用 しやす い もの で なけ れ ば

な らな い
。 今後 は、幼稚 園に お け る 特別支援教

育の あ り方の
一

環 と して 、実効性 の あ る個別 の

指導計 画の 作成 と活用 に つ い て検討が 求め られ

る 。

　（2）幼稚園 に お け る特別支援教育の 園内体制

　 　 に つ い て

　個別 の 指導計 画 を充 実 させ る た め の 園内体制

と して 、保護者 との 話 し合い や 幼稚園内 の ケ
ー

ス 会議、障害児保 育に 関す る 研修、巡回相談及

び専 門機関 との 連携、加配教 諭な ど の 人 的支援

等が あげられ る 。

　 本調査 の 結 果、保護者 と の 話 し合 い の 時 間 と

し て 、定期 的な もの と不 定期的な も の を併せ て

活用 して い る協力 園が 多か っ た もの の 、子 ど も

の 変化 に つ い て 評価す る際 に、保護者が 関係 し

て い る の は IO 園 （30％ ）の み で あ っ た 。 施設 を対

象に した梁 ・
田坂 ・鴎田 （2003）の 調査で も、保

護者が作成原案者 と協議 して い た施設は 約半数

で あ っ た の に対 して、作成会議 ・評価会議 に参

加 した り、保護 者 も評価 を提 出 した 施設 は 約

20％ と少なか っ た 。

　「今後 の 特 別支援教育 の 在 り方 に つ い て の 基

本 的な考え方」（文部科学省，2003a ）で は 、 教育

は もち ろ ん生 活全般 で 障害 の ある子 どもに 幅広

く関わ る保護 者 を重要 な支援者 の
一

人 と し て 見

な し、保護者 と の 連携 を強 調 して い る 。 したが

っ て 、幼稚 園 に お ける特別支援教育 を成功 さ せ

る ため には 、日 々 の 保育の 中 で 保護者 と の 連携

を深め る た め に 、 個別の 指導計 画 の 作成 と関連

して、子 ど も の 実態把握 の た め の 情報提供 ばか

りで は な く、 ね らい の 作 成及 び具 体 的手立 て の

立案 、 子 ど もの 変化 や具 体的手立 て の 評価 に 至

る ま で 、保護者が 参加す る よ うに様 々 な実践 的

取 り組みが 必要で ある。

　個別 の 指導計 画 を作成 する に 当た っ て
一

番 良

か っ た こ とに関 して 、関係者間で 情報 を共有 し、

教 師間 で 統
一

した働 きか けが で きる よ うにな っ

た こ とが 多か っ た 。 しか し、幼稚園内 の ケ
ー

ス

会議 に つ い て は 、 協力園の 中で 定期 的に週 1回 、

あ る い は 月 1 回以上 確保 されて い る の は極 め て

少な か っ た こ とか ら、ケース 会議の 時問 を確保

す る こ との 難 しさが うか が えた 。 今後は特別 な

教育支援の 成果 を高 め る た め の 効率 的な ケ
ー

ス

会議 の 持 ち方 に つ い て 、ケ
ー

ス 会議 の 参加 ス タ

ッ フ や 人数、ケ
ー

ス 会議 の 回 数、時間確保 の 方

法等 を中心 に さ らな る検討が 求め られ る の で は

な い だ ろ うか 。
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公立幼稚 園 に お け る 個別 の 指導計画 に 関す る 実態調査

　本 調査 の 結果 か ら多 くの 協力 園で 障害児保育

に 関 す る研修が 実施 さ れ て お り、研修 の 内容 を

見 る と、ス
ーパ ーバ イザ ー、 コ ー

デ ィネータ
ー

、

巡 回相談員 等の 外部の 講 師に よ る講義 や講習等

が 多か っ た。す な わ ち、巡 回相 談 の 役割 を担 う

人が 研修 を担 当す る場 合が 多 い と考 えら れ る 。

しか し、個 別 の 指導計画 の 立 案や 評価等 に関す

る研 修は少なか っ た。

　 また、人的支援 と して 加配教 諭 を配属 して い

る の は 29 園 （76％）で ある こ とが 明 らか に な っ

た 。 こ の 結果 は、教 育委 員会 を対象 に公立 幼稚

園 に お ける 障害幼児 へ の 特別 な教育支援体 制 に

つ い て 質問紙調査 を行 っ た金 ・園山 （2005）の 結

果で ある 41 ％ に比 べ る と、加配教諭 の 配属 が増

えて い る こ とが うか が えた 。 障害の重度 ・重複

化 に つ れ て
、 加配教諭 の 役割が 重 要 に な っ て い

る現状の 中で 、 特に 就学前の 障害幼児に対 して

個 々 の ニ
ーズ に応 じ て 支援を行 っ て い くため に

は 、加配教諭 は 欠か せ な い 存在 で ある と言 っ て

も過言で はな い 。 す で に 欧米で は特殊教育 に お

ける 加配教諭 や ア シ ス タ ン トの 採用 が年 々 増 え

て き て お り、あ る地域 で は 特殊 教育の ア シ ス タ

ン トに採 用 される た め の 資格試験 を受 けた り、

ア シ ス タ ン トの 勤 務遂行 の 条件 が あ る （Kang，

2007）。また、Kang ・Kang ・Kim ・Jeong （2003）

は特殊学級等 の ア シ ス タ ン トが 備 えるべ き資質

と して 、 担任教諭 との 話 し合 い を通 して 、個 々

の 子 ど もの 個 別化 教育計画 （IEP）の 内容 を常 に

熟知する こ とや 障害児が大 人に 依存 しす ぎな い

よ うに配慮 す る こ とな ど を挙 げて い る 。 現在 、

日本で は 加配 教諭 の 採用 基準 は 明確で な い こ と

が 多 く、 特殊教育に関する ス キ ル 等 も求め られ

て い な い こ とが 多 い 。今後は幼稚園 にお け る障

害の あ る子 ど もの 人 的 資源 と し て の 加配 教 諭 の

役割や採用基準 に つ い て さ ら に検討が 求め られ

る

　 障害の ある 幼児 に 対 して の 特別 な支援 に つ い

て 、障害 に合 わせ た教材 ・教具 ・遊具 の 工 夫及

び環境 の 整備 が最 も多 く、次 い で加配 教諭や 非

常勤講 師、介助 員等 に よ る人 的援助 で あ っ た 。

その 他 に 、

一
日の ス ケ ジ ュ

ール 表 、 手順書 、 絵

カ ー
ド等の 視覚 的支援の 提供 を行 っ て い る 幼稚

園が 10園 （28％ ）あ っ た こ とか ら、人的支援 を中

心 と した統合保育か ら障害の ある幼児を取 り巻

く物理的環境 の 支援 と個々 の ニ ーズに 応 じた教

授法 の 工 夫等 、具体 的支援方法 が用 い られ る よ

うに な っ て い る こ とが うか が えた 。

　（3）今後の 課題

　今 回 の 調 査 は 、調 査研 究事業 の 協力 園を対象

に した もの で は あ っ たが 、 すべ て の 協力園 にお

い て 特別支援教育の 体制整備が 充実 され て い る

とは い え な い 状況 で あ る と思 わ れ た 。 しか し 、

今回の 調査結果 を基 に 、以 下、幼稚 園に お ける

特別支援教育の 実施体制整備の ため の 課題 と考

えられ る こ とを まとめ て お きた い 。

　第
一

に、幼稚園 におけ る特別支援教育 を実践

して い く に 当た っ て 、ア セ ス メ ン ト情報か ら ね

らい や 具体的手立て を引 き出す作業 を容易 にす

るた め に、個別 の 指導計画の マ ニ ュ ア ル の 開発

及 び 、 ア セ ス メ ン トか ら評価 に い た る まで保護

者の 参加 を促す方法等を工 夫す る こ とが望 まれ

る 。 特 に 、 障害児 に 関す る知識 や ス キ ル の 十分

で な い 幼稚園教諭 に と っ て 、 各幼児 に 的確 な発

達課題及 びね ら い を引 き出す作業 に 戸惑 い を感

じる 可能性が考 えられ る 。

　第二 に、幼稚 園教諭 の 障害児保育 に関す る技

術 の 向上 や 、 障害児に対する理解 の 促進 、 専門

家 お よび専門機関 と の 連携に 関する 内容 を中心

と し、幼稚園教諭 の ニ
ーズ に応 じて 、よ り充実

な研修プ ロ グ ラ ム の 開発が必要で ある 。

　第三 に、本調査 を通 して 、多 くの 協力 園で 個

別 の 指導計画書が 日常 の 保育活動の 中で 有効 に

活用 さ れ る た め の 改善 の 必 要性 を指摘 し て い

る、個別 の 指導計画 の 実効性 を高め る ため に は、

個別の 指導計画 が 日常の 保育活動の 中 に埋 め込

まれ る よ うに計画 し 、 実践 して い くため の 書式

の 開発 や 、ア セ ス メ ン トか らね らい の作 成及び

評価 まで 有機 的 に 連 携 さ れ る こ と が 重要 で あ

る 。
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A  Study of  the Current Status of  Indiyidual Teaching Plans Used in Public

  Preschools in Japan:  A  Questionnaires Suryey  of41  Public Preschools

Jinhee KIM  and  Shigeki SONOYAMA

   The  present study  examined  the linked process from  identifying the  actual  conditions  ef

children  with  disabilities to evaluating  their Individual Teaching Plans and  the current  status of

the utility  of  Individual Teaching  Plans in public preschools. Its aim  was  to show  how  special

educational  support  fbr preschoolers with  disabilities is effected  in 41 public preschools which

had become cooperation  preschools by the investigation research  business of  the early  childhood

education  department ofMinistry  ofEducatiQn,  Culture, Sports, Science and  Technology.  The

results  showed  the fbllowing. First, Individual Teaching Plans were  being implemented at 36

public preschools (92%) and  84%  of  these had started  from when  they  had become ceeperation

preschools. Secend, observation  records  were  being used  fbr identifying the actual  conditions

experienced  by children  with  disabilities at  all  public preschools, whereas  a  checklist  and

materials  from the various  related  institutes were  being used  at  only  159G ofpublic  preschools.

Third, many  public preschools showed  that  irnprovements  in Individual Teaching  Plans are

needed  to enable  more  efTective  use  of  daily education  activities, What  is needed,  therefore,  is

the further development of  a manual  to make  use  of  Individual Teaching Plans based on

assessment  results collected  to identify the actual  conditions  of  children  with  disabilities and  the

develepment of  methodologies  for more  effective  use  of  daily education  activities.

Key  Words  : public  preschool, special  educational  support  
,
 Individual  Teaching  Plans,

           questlonnarre survey
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